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多摩市生まれの高校生クイーン
が語る、努力と挑戦の歩み
かるたとの出会い、競技かるたの原
点
　小学５年生の頃、先にかるたを始
めた姉の試合で、勢いよく札を払う
姿を見て「かっこいい！」と思ったの
が、かるたに惹かれた最初のきっか
けです。本当は姉と一緒に始める予
定でしたが、覚えることが大の苦手
で、100枚も札を覚えることは無理
だと泣き叫んで嫌がったほどです。
それでも、試合を見て心が動き、挑
戦する決意をしました。
　これまでにピアノ・テニス・体操
など習い事をしていましたが、勝て
なくなると「もういいかな…」と長く
続きませんでした。そんな中で、か
るたは最初から勝てることも多く、

「自分はここで頑張るしかないのか
も」と思いました。
これまで続けられた原動力 
　原動力となったのは、同期や友達
に恵まれたことです。特に同じ学年
のとても強い男の子に「負けられな
い」という気持ちは、自分の中でも
大きな刺激になっていました。
　また高校時代に「一緒に頑張ろう」
と励まし合った２人の友達が「クイ
ーンになるところを見たい」「近くで
応援したい」と言ってくれた言葉が、
今も力になっています。
日々の練習・大会で大切にしている
こと
　以前は練習でも勝つことにこだわ
っていましたが、高校２年生くらい

からは「どこを磨くべきか」「何を直
すべきか」を１試合ごとに振り返り
ながら練習しています。
　逆に大会本番は、かるたのことは
考えないです。「勝ちたい」と考えす
ぎると、うまくいかなかった時にか
えって気持ちが下がってしまうので、
目の前の１枚に集中しています。
　いつも通りの自分で、日常生活の
延長のようにリラックスして、「お腹
すいたな」などと軽く考えるくらいで、
大会では普通を演じています。 
挑んだ第69期クイーン位決定戦を振
り返って
　最高峰のタイトルを取れるか逃す
かの大会だったので、さすがに「お
腹すいた」とは考えられなかったで
す（笑）
　特に勝つことにこだわっていたの
で、本当に時間を忘れて、自分でも
ありえないくらい集中して札を暗記
していました。先に25枚減らせば勝
てるので、初心に帰って1枚ずつを
意識して「25枚だけ、25枚だけ…」と
自分に言い聞かせていました。
　勝った瞬間の気持ちは「クイーン
だ！」ではなく、「やっと終わった」
でした。憧れの場所でもあり誰もが
目指す舞台だっただけにプレッシャ
ーも大きく、やめたいと思った時期
もありましたが、その苦しさを乗り
越えたからこそ、最後の1枚を取っ
た時は、重荷が一気に解放されたよ
うな感覚でした。
　クイーンになったと実感したのは
勝利者インタビューの時で、言葉に
した瞬間、嬉しさが込み上げてきま

した。
　試合を後から見返すと、1試合目 
は負けていて、「こんなに差がついて
いたんだ」と驚くくらい試合中は集中
していることに気づきました。偶然
にも最後に取った札は69番。「第69
期クイーン」と同じ番号で、運命を
感じました。 

昨年、新たな注目を集めた競技かる
た
　映画『ちはやふる』のその後を描い
たテレビドラマが昨年放送されまし
た。実は、多摩市立武道館で開催さ
れた全国競技かるた多摩大会A級で
２連覇し、東京都知事賞を受賞した
ことをきっかけにエキストラ出演し
ました。ドラマ化発表前に当時在学
していた関東第一高等学校でキャス
トにかるた指導をしていたため、発
表時にはすでに知っていて、放映が
始まって周囲が驚く中で密かに喜ん
でいました。多摩市立武道館、聖蹟
桜ヶ丘や多摩市役所など馴染みの場
所が映っており、市民としても楽し
く、誇らしい気持ちになりました。 
　そして何より、これをきっかけに
競技人口が増えてくれたら嬉しいで
す。たくさんの人がかるたを始めて
かるたがプロ化されたら、競技者は

「稼ぐ」こともできるようになります。
そのためには、まず競技人口が増え

ることが不可欠。『ちはやふる』が多
くの人をかるたの世界に導いてくれ
るのは、とてもありがたいことだと
感じています。 

▲�クイーン杯にずらりと並ぶ歴代クイーンの名前。
そのペナントリボンに矢島さんも仲間入り！

クイーンとして、そしてこれから 
　1月11日㈰には第70期クイーン位
決定戦が開催されます。「ずっとク
イーンでいたい」という思いはあり
ますが、不安もあります。それでも
目標はクイーンであり続けること。 
　大学生としては、大学選手権で慶
應義塾大学（現在在学中）の連覇を果
たしたいと思っています。
市民の皆さんへメッセージ 
　かるたは才能に関係なく強くなれ
る競技です。和服が好きな人は競技
を通していつでも着物を楽しめます。
小さい子は年上に勝てる楽しさもあ
り、静と動の切り替えがはっきりし
た頭脳スポーツならではの面白さも
あります。
　多くの方が「小・中学生のときに
やったことがある」と言いますが、
自分も、もし姉の試合がなければ、
ただの思い出で終わっていたかもし
れません。どこにきっかけが潜んで
いるかは分からないものです。だか
らこそ、少しでも興味を持ったら、
ぜひ一度かるたに触れてみてほしい
です。

▲�特別な取り札「69番あらしふく（左）」「77番せ
をはやみ（右）」

多摩市から日本一！
昨年17年ぶりの高校生クイーンが
誕生しました
　名人位・クイーン位決定戦とは、競技かるたの最高峰を決めるタイトル戦
で、毎年１月、天智天皇を祀る近江神宮で開催されます。男性と女性それぞ
れの日本一を決め、前年の名人・クイーンと予選勝者が５回戦で対戦。先に
３勝した選手が「名人位」「クイーン位」を獲得します。 
　矢島聖蘭さんは、2025年１月11日に行われた第69期クイーン位決定戦で、
当時高校３年生でクイーン位を獲得しました。好きな札は「せをはやみ」。

「せ」から始まる札は一枚しかなく、一
字決まりと呼ばれる札です。名前「せ
いら」の「せ」と一致しているという個
人的な理由もありますが、それ以上に
歌の意味に惹かれます。「たとえ離れ
ても、また一緒になれる」という内容
で、小学生の頃に仲良くしていた同期
２人との経験と重なります。中学校で
一度離れましたが、高校で同じ学校に
集まり、一緒に高校選手権を目指して
かるたを取れたことが、この歌をさら
に特別な札にしている理由です。

第69期クイーン位　 矢島　聖蘭さん
2006年多摩市生まれ。2017年（小学5年生）競技かるたの世界へ。2018年（小学5年生）第
31回全国競技かるた小学生選手権大会（小学5年生の部）優勝。2024年（高校3年生）第46
回全国高等学校選手権大会（競技かるたの甲子園）個人・団体で2連覇。2025年（高校3年
生）第69期クイーン。同年（高校3年生）多摩市長特別賞。2025年（大学1年生）第32回全国
競技かるた多摩大会A級2連覇・東京都知事賞受賞。
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特別の記載がない場合の市の窓口の受付時間は午前８時30分〜午後５時です。

多摩市ゆかりの木工芸家が語る、
ものづくりの道
木との出会い、ものづくりの原点
　幼いころから自宅には大工道具が
あり、自然と「ものづくり」が身近に
ある環境で育ちました。プラモデル
作りに夢中になり、木工への興味の
原点だったように思います。
　中学3年生の技術家庭の授業では、
本来クラス全員で折り畳み椅子を作
る課題でしたが、「自分の作りたい
ものに挑戦したい」と考え、ひとり
で材木屋に足を運び、机を制作しま
した。完成した机を持ち帰ろうとし
た際に先生から「学校に残してほし
い」と言われたその机は、中学校に
寄贈することになりました。ものづ
くりの喜びを初めて実感した出来事
でした。
木工芸の道へ
　19歳のとき、初めて訪れた日本伝 
統工芸展で、展示作品の美しさと作 
家たちの技に深く感動しました。「い 
つか自分もここに作品を並べたい」
と強く心に誓い、木工芸の道を志す
決意を固めました。
　千葉大学木材工芸科卒業後は木工
制作の修行を積み、工芸家としての
基礎を磨きました。結婚を機に多摩
市へ移り、それから41年間多摩市に
住んでいます。なかなか木工芸品の
制作だけでは食べていけないことも
あり、市内の保育園に向けて椅子や
机、おもちゃが入った仕切りなどを
無垢材で制作しました。
　無垢材は、使うほどに味わいが増

す一方で、定期的な手入れが欠かせ
ません。納品後も子ども・親・職員
達と手入れをしながら、心を込めて
手を加えてきました。制作の際には、
子どもの動きを実際に観察し、確か
めながら作っています。こうして生
まれた家具の多くは、今も使われて
います。

▲�ハートチェア
象嵌との挑戦、そして人間国宝へ
　その後、第33回日本伝統工芸展で
初入選を果たしました。当時の木竹
工部会では「素材の美をそのまま生
かす」ことが重んじられ、象嵌をし
てはいけないというような空気があ
り、象嵌をする人がいなくなってい
ました。しかし、象嵌の可能性を信
じて長年挑戦を続けました。
　その努力が実を結び、第61回・第
65回の日本伝統工芸展で東京都知事
賞を受賞。長年の探求と技の継承が
評価され、重要無形文化財保持者（人 
間国宝）として認定されました。
木工芸に込める想い
　木工芸は、木という素材と真摯に
向き合い、その美しさを最大限に生
かすことが第一義です。木目の流れ、
形のバランス、象嵌との調和。それら
を丁寧に見極めながら制作しています。
　恩師から「木が８割。自分は2割」

と教わりました。その言葉は今でも
大切にしています。「木を主役に据
え、木を大切にする」それが私の創
作の根幹です。
　工房には、何十年も前から眠って
いる木もあります。木取りの段階で
おおよその構想はありますが、どの
木目をどこに生かすかが決まるまで、
作品づくりは始まりません。
　「何百年という時を生きてきた木 
々が内に秘めた美しさを引き出し、
それを作品として形にする」その想
いを、ひとつひとつの作品に込めて
います。

▲�第65回日本伝統工芸展東京都知事賞受賞作品
　�黒
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人間国宝として、そしてこれから
　人間国宝に選ばれたときは、本当
に驚きました。光栄であると同時に、

「自分でいいのだろうか」という思い
が込み上げました。これまでこの道
を築いてこられた先達の方々の努力
と作品を思うと、身の引き締まる思
いでした。
　これからも、受け継がれてきた技
と文化を大切にしながら、少しでも

先人たちに近づけるよう努力を重ね
ていきたいと思います。そして何よ
り、人間国宝に選ばれた今、改めて
ものづくりの楽しさを多くの人に伝
えることが使命だと感じています。
また、技術を次の世代に伝えるため
にも、伝統工芸で生計を立てていけ
るような環境が広がっていけばいい
なと思っています。
市民の皆さんへメッセージ
　自分の手を動かし、頭を使い、五
感を働かせて何かを作ることは、本
当に楽しいことです。うまくいかな
いこともありますが、だからこそ面
白い。最初から何でもできる人はい
ません。できないことにぶつかり、
それを乗り越える過程こそが、もの
づくりの喜びだと思います。
　4月にはパルテノン多摩で展覧会
を予定しています。木工芸の魅力や、
ものづくりの奥深さを感じてもらえ
る場になればうれしいですね。将来

「自分もものづくりをしてみたい」と
思ってくれる人が現れたら、こんな
にうれしいことはありません。

重要無形文化財「木工芸」保持者　渡辺　晃男さん
1953年千葉県生まれ。1984年多摩市へ移住。1993年第33回東日本伝統工芸展三越賞。
2014年第61回日本伝統工芸展東京都知事賞。2018年第65回日本伝統工芸展東京都知事
賞。2019年紫綬褒章。2025年重要無形文化財保持者（人間国宝）に認定。同年多摩市栄
誉賞。

多摩市民初！
人間国宝が誕生しました
　重要無形文化財「木
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芸」は、木材を用いて造形する多様な技法の総称です。
豊富な樹種に恵まれた日本の木
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工は、原始時代に始まり、用具の普及や技術
の流入などによって発展し、明治時代以後は木工芸の各技術分野に名匠が現
れました。木工芸の技法には指

さしもの

物、刳
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物、挽
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物などがあり、その分野
ごとに異なった素材を用いるなど、技術上の特色を有し、制作には素材の特
色を生かし、狂いが生じないようにするため長期にわたる入念な工程を要し
ます。木工芸は、芸術上価値が高く、工芸史上重要な地位を占める技法です。
　渡辺晃男さんの作品は、木材にさまざまな加飾技法を用いた作品制作を行

い、特に釘を使用することなく木材同
士を組み合わせる指物と、木材に錫
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嵌（夜光貝、べっ甲などの輝きを
素材にはめ込む技法）の技法が特徴的
です。指物による箱の形、木取り、象
嵌が一体となって木材の美しさを際立
たせる、華やかで品格高いものとして、
日本伝統工芸展などで高く評価されて
います。また日本伝統工芸展の鑑査委
員を務めるなど、後進の指導にもご尽
力されています。


